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 ５ 月 １ ３ 日 （ 火 ） よ り 、 付 替 県 道

の 現 県 道 交 差 点 か ら 延 長 約 ７ ５ ０ ㍍

の 区 間 が 通 行 で き る よ う に な り ま し

た 。  
な お 、 付 替 県 道 の 現 県 道 と の 交 差

部 は 十 分 に 注 意 し て 通 行 し て く だ さ

い 。  
ま た 、 杓 子 沢 林 道 へ は 、 終 点 の 誘

導 標 識 に 従 い 進 入 し て く だ さ い 。  
引 き 続 き 、 現 道 拡 幅 、 付 替 県 道 等

の 道 路 工 事 を 実 施 し て ま い り ま す の

で 、 関 係 の 皆 様 の ご 協 力 を お 願 い し  
ま す 。   

                   
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 
      

      

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

皆 様 と 思 川 開 発 事 業 を 結 ぶ ネ ッ ト ワ ー ク    2008 年 5 月 28 日  第 27 号  

新 年 度 が 始 ま り 、 新 し い メ ン バ ー で 更 な

る 事 業 の 推 進 に 向 け 、 一 丸 と な っ て 頑 張 っ

て 参 り ま す 。 皆 様 の ご 支 援 を よ ろ し く お 願

い し ま す 。  

河 川 の連 携 ・地 域 をつなぐ明 日 への水  思 川 開 発  

独 立 行 政 法 人 水 資 源 機 構  思 川 開 発 建 設 所  〈 南 摩 ダ ム 完 成 予 想 図 〉  

杓子沢工区付替県道の部分通行を開始しました。

独 立 行 政 法 人  水 資 源 機 構  
思 川 開 発 建 設 所  
〒 3 2 0 - 0 0 6 5  宇 都 宮 市 駒 生 町 中 丸 3 3 6 8

T e l ( 0 2 8 ) 6 2 2 - 8 9 4 1  F a x ( 0 2 8 ) 6 2 2 - 8 9 4 5
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鹿 沼 事 務 所

〒 3 2 2 - 0 3 4 6  鹿 沼 市 上 南 摩 町 1 8 7 - 1 8

T e l ( 0 2 8 9 ) 7 7 - 3 8 8 8  F a x ( 0 2 8 9 ) 7 7 - 3 8 9 0

 

西 沢 地 区 に ２ つ の 新 拠 点  

南 摩 ダ ム 事 業 の 影 響 緩 和 策 と し て 鹿 沼 市 西 沢 地 区 に ２ つ の 新 拠 点 が 誕 生 し ま し

た 。 こ れ ら は 水 特 事 業 と し て 鹿 沼 市 に よ っ て 整 備 さ れ た も の で あ り 、 一 つ は 「 西 沢

二 区 公 民 館 」 で 、 約 １ ５ ０ 平 方 ㍍ の 平 屋 に 会 議 室 や キ ッ チ ン な ど が あ り 、 地 区 の 交

流 拠 点 と し て 使 用 さ れ ま す 。 ４ 月 ６ 日 の 落 成 式 に は 用 地 を 提 供 さ れ た 方 や 歴 代 自 治

会 長 、 ダ ム 水 没 地 区 の 住 民 代 表 の 方 な ど が 招 待 さ れ ま し た 。  

二 つ 目 は 南 摩 川 流 域 約 ５ ７ ㌶ に 存 在 す る 家 庭 や 事 業 所 な ど 、 約 ２ 千 ４ 百 人 分 の 汚

水 を 処 理 す る こ と を 目 的 に 建 設 さ れ た 「 西 沢 汚 水 処 理 場 」 で す 。 供 用 開 始 式 に は 鹿

沼 市 長 外 の 皆 様 に よ っ て テ ー プ カ ッ ト が 行 わ れ 、「 地 区 の 環 境 整 備 拠 点 と し て 期 待

し て ほ し い 」 と 述 べ ら れ ま し た 。  
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通 行 を 開 始 し た 区 間   

付  替  県  道   
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    《２０年度工事実施予定概要》 
 

平 成 ２ ０ 年 度 は 、 ダ ム 本 体 工 事 に 向 け て の 必 要 な 準 備 工 事 と し て 、 ダ ム 工 事 中 に

南 摩 川 の 河 川 水 を ダ ム の 下 流 に 迂 回 さ せ る た め の ト ン ネ ル 工 事 や 完 成 後 に 貯 水 池 の

水 を ダ ム 下 流 で 利 用 す る た め に 放 流 す る ト ン ネ ル の 工 事 を 行 い ま す 。 こ の ほ か 、 ダ

ム 貯 水 池 内 の 工 事 用 道 路 な ど の 工 事 を は じ め 、 付 替 県 道 等 の 工 事 も 引 き 続 き 実 施 し

て ま い り ま す 。  

 

 

◆◆   仮仮 排排 水水 路路 トト ンン ネネ ルル 工工 事事  ◆◆ 放放 流流 管管 敷敷 設設 用用 トト ンン ネネ ルル 工工 事事   

南 摩 ダ ム 本 体 工 事 を 施 工 す る た め 、 南 摩 川 の 水 を 一 時 的 に 切 り 替 え る ト ン ネ ル 工

事 に 着 手 す る 予 定 で す 。 ま た 、 下 流 で 利 用 す る た め に ダ ム の 水 を 流 す ト ン ネ ル 工 事

に も 着 手 す る 予 定 で す 。  

仮排水トンネル

放流管敷設トンネル

仮排水トンネル

放流管敷設トンネル

仮排水トンネル

放流管敷設トンネル

    

 

 

◆◆ 県県 道道 改改 良良 （（ 昭昭 和和 ・・ 室室 瀬瀬 工工 区区 ）） 工工 事事   

  昨 年 度 は 昭 和 工 区 約 ５ ０ ０ ㍍ を 施 工 し 、 今 年 度 は 室 瀬 橋 の 架 設 を 含 む 室 瀬 工 区 等

の 約 400 ㍍ を 施 工 し ま す 。  

     

    室 瀬 工 区 の 現 況           室 瀬 橋 の 現 況  

   

            

   ◆◆ 笹笹 之之 越越 路路 工工 区区 工工 事事   

    付 替 県 道 工 事 全 体 約 6400 ㍍ 中 、 平 成 19 年 度 ま で に 約 800 ㍍ が 完 了 し 、  

    今 年 度 は 、 約 1600 ㍍ (ト ン ネ ル 含 む )の 工 事 に 着 手 す る 予 定 で す 。  

      

            笹 之 越 路 工 区 付 近  

 

 

   

◆◆ くく ねね のの はは らら 橋橋 工工 事事   

   大 芦 川 取 水 放 流 工 の 工 事 に 先 立 ち 、く ね の は ら 橋 の 架 け 替 え 工 事 等 を 実 施 し ま

す 。く ね の は ら 橋 は 、昭 和 41年 に 大 芦 川 (鹿 沼 市 引 田 地 区 )に 架 け ら れ た 市 道 橋

で す 。   

     

付 替 県 道 の 主 な 工 事  

ダ ム 本 体 工 事 に 向 け た 準 備 工 事  

ダ ム 下 流 道 路 整 備  

取 水 導 水 路 地 区 の 主 な 工 事  


